
岐阜小学校総合学習の締めくくりの発表会が開催されました

今年度（平成２９年度）木曽川上流河川事務所では、岐阜市立岐阜小学校とともに、５年生の総合的な学習の時間「長良川の環境を考える」において、
出前講座や災害対策車両の見学会等さまざまな連携をさせていただきました。この度３月１５日に締めくくりとして、１年間の総合学習の発表会が開催さ
れ、参観させていただきました。

●日 時 ： 平成３０年３月１５日（木） ５時間目
●場 所 ： 岐阜市立岐阜小学校
●対 象 ： 岐阜小学校５年生 ※全学級（２クラス：４１名）対象
●内 容 ： 「鵜飼について」、「護岸工事の歴史」、「水門と陸閘」、

「水門、陸閘、水防団」、「水害に備えよう」、「マイ・タイムライン」
●参観者： 鵜匠 杉山雅彦代表

鵜飼観覧船事務所 林素生所長
金華水防団 倉地信也団長
木曽川上流河川事務所 阿部事業対策官、小林水防調整係長
長良川第一出張所 馬場出張所長、土松管理第一係長

木曽川上流河川事務所

鵜飼に関心を持ち続け、多くの人に
鵜飼の素晴らしさを伝えていきたい。
鵜飼をいつまでも続けていきたい。

参観された方々から発表した児童達に対して、感想や今後のアドバイスなどがおくられました

清掃活動に参加し、川を汚さない。
昔の人々が一生懸命につくった堤防
だということを意識したい。

「鵜飼について」 「護岸工事の歴史」 「水門と陸閘」

「水害に備えよう」「水門、陸閘、水防団」 「マイ・タイムライン チームＡ」 「マイ・タイムライン チームＢ」

もっと、水門、陸閘、水防団の方や
災害対策車両に興味を持ち、感謝の
気持ちを持って過ごしたい。

水門と陸閘にはそれぞれ願いがある
ので、水防団や国土交通省の方の防
災の呼びかけに応えていきたい。

危険な場所と、避難するときのため
に用意しておくものを確認して、大
切な命を守りましょう。

地域の人と声を掛け合いながら一緒
に避難することや、日頃の準備がと
ても大切です。

多くの人がマイ・タイムラインを
使って命を守れるように、全国に
広まってほしい。

これからも鵜飼の文化を次の世代に
伝え、支えてくれる皆さんに興味を
持ち続けてもらえるように努めたい。

鵜飼に興味を持ち調べてくれて嬉しい。
自然が相手なので、同じ鵜飼は二度と
ない。何度でも足を運んでもらいたい。

災害は大人になるまで関係すること。
勉強したことを家族にも伝えてほしい。
早めの避難で、命は必ず守れます。

今の長良川は発表のとおりゴミが多い。
ゴミを減らす、汚さないという意識を
持って過ごしてもらえたら嬉しい。

国の仕事に興味を持ってくれて嬉しい。
これから雨が多い季節になるので、学んだ
ことを活かして、水害に備えてもらいたい。

マイ・タイムラインは作成までに
考えてもらった過程がとても大切。
今後はぜひ活用していってほしい。

平成29年度 岐阜小学校総合学習の主な日程

○H29.5.25 鵜飼ミュージアムを見学
○H29.7.3 長良川の保全について講義
○H29.9.4 長良川の鵜飼を見学
○H29.9.28   長良川の陸閘について講義
○H29.10.5     大宮陸閘、忠節用水逆水樋門を見学
○H30.1.16     国交省の取組について講義

災害対策車両の見学会を実施
○H30.2.22     マイ・タイムライン事前講義①
○H30.3.1       マイ・タイムライン事前講義②
○H30.3.15     総合学習の発表会を参観

杉山代表 林所長 倉地団長 馬場出張所長 阿部事業対策官 小林水防調整係長

※朱書き：木曽川上流河川事務所が関わった講義等


